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章　　「人間」観 の 変革をめ ざ して

　　 国　18世紀まで の 「人間」 観

　　　   ル ソ
ー
，ゲ 十テ ，シ ラ

ー
の 「人間」 観

　　　   古典主義の 「人 間」観へ の プ ロ テ ス ト

　　　   古典主義まで の 「人間」 観 と自立の 思 想 の歩み

　　 囮　両性 に 平等 の 文学 研究を

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　（以上 本 号）

第二章　　ル イーゼ ・オ ッ ト
ー・ペ ー

タ
ー

ス の 作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上次号）

　　　　　　　　　　　 序章　ル イ
亠 ゼ

’一オ ッ ト
ー ・ペ ー

タ
ー

ス

　 ドイ ツ 文学史 に て ル イ
ーゼ ・

オ ッ ト
ー ・ペ ー

タ
ー

ス Luise　 Otto− Peters の 名 に で あうこ

とは実に稀で あ る 。 日本人が書き，か っ これまで に出版 された ドイ ツ 文学史は ，い ずれ も存在

の 痕跡す ら記 して はい ない 。 こ の よ うな無視 t 存在 の 抹殺 は何に 由来する の で あろ うか 。 これ

を明 らかにす る前 に
， まず初め に彼女 の 生 の 足 跡を略述 し て み よ う。

　1819年 ，彼女 は マ イ セ ン の 資産家の 家庭に生まれ た 。 父は裁判所の 書記か ら判事に ま で な っ

た人で ，娘 たちに は家庭教師を っ け，当時 として は珍 しく，妻 と彼女 たちに新聞を読ませ て い

た。 1831年 ，ザ ク セ ン 邦 の 新 しい憲法 に よ っ て ，今 まで 女性 に適用 されて い た財産の 後見人
　 　 　 　 　

’
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　

・
　　　　 　　　 （1）

制度が廃止 された時，彼女の 家はこ れを大歓迎 した 。 慣習 に よ っ て 女性 らしくない 分野 と して

近づ くこ とを禁ぜ られて い た政治的な話題をも，父 は娘たちに 提供 した 。 彼女は歴史 ，文学を

好ん で学び，ジ ャ ン ・パ ウ ル ，バ イ ロ ン ，シ ラ ー等を愛読 した 。 1835年 ，．16才の 時に 父が死 に ，

翌年 ，追 うよ うに母 も こ の 世 を去 る 。 以 降 、ブ ド ウ 畑 に 囲 まれ た 父方 の 別 荘で 夏を過 ごすよ う

にな っ た彼女 は ，，こ こ で 詩作に励むよ うになる。女子教育が専 らダ ン ス ，フ ラ ン ス 語 ，ピ ア ノ

等に むけられて い た こ の 時代 に あ っ ℃，彼女は自然科学 、哲学 を も学び始 あ る 。 1840年 ，ザ ク

セ ン の エ ル ツ 山地に嫁 い で い た妹を訪ね る 。 こ こ で 働い て い た男女労働者の 苛酷な労働条件 を
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見つ め るな かか ら，1842 年 ，初め て の 小説 r給仕 ・ル
ー

トヴ ィ ヒ 』 Ludwig ，　 der　 Kellnerが ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【2）

生れ ，翌年 ，rカ テ ィ ン カ』 Kathinkaが 書か れ た 。 後者 は彼女に と っ て 「初の 社会派小説」 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t3｝
あ り，「そ れ ほ ど ラ デ ィ カ ル で は な い ，中庸の女性解放」を扱 っ て い ると い う。 1843年秋 itr ザ

クセ ン祖国新聞』 Sachsische　Vaterlandsblatterが 「女性の国政参加」 とい うタイ b ル で t 次
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【4｝
の よ うな記事を掲げた時 ，彼女 は 「私の 生涯の うちで 最 もすばらしい ひ とときの うちの t つ 」

を経験す る 。 後に 1848年 ，
フ ラ ン ク フ ル ト国民議会の 憲法制定委員会の

一
員 になっ て い くロ ーベ

ル ト・ブル ーム Robert　BLum の筆 に な る そ の 記事は次の よ うに書 き始め られて い た 。 「す べ て

の 人間が地方 自治体や 国家へ の 参加 を呼 びかけ られて い る 時 ，女性は い か な る方法で 自分た ち

の参加を表明すべ きか
一

こ の よ うICわれわれ は問題を た て なが ら，女性の政治参加を完全に

締めだす古 い 見解に 以前か ら反論を加え て い る 。 締めだす見解 は今や 時代 の 要請に 背い て い る

し，真の 時代精神に反 して い ると言え る の では な い だろ うか 。 そ して もしわれわれが 時代精神

と矛盾せ ず に歩 も うとす るな らば ，上 に掲 げた見 だ し 〔「女性の 国政参加 」一
田村 ・記〕か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔5｝

ら出発 しな ければな らな い で あろ う 。 」

　私が詳細を次号 〔第 10号〕で 扱お うとして い る彼女の 作品 r女性の 国政参加』 で は，冒頭部

分 に こ の 記事 に対す る彼女の 感動が 表現 されて い る 。 すな わ ち 「こ れ に ＆ っ て 今だ言わ れ た こ

との なか っ た衝撃的なテ
ー

マ が表現されて い た。……こ の 筆者は誰に で もわか る言葉と証拠で ，

突然あ る こ とを ，は っ き りと提示 した 。 ある こ と とは今だ誰 もが考えよ うとす る勇気す らもた

なか っ た もの で あ る 。 そ れ は次の よ うな文で あ る 。 『寡性の 国政参加 は義務で あ る 』
一

ζの よ

うに述 べ られた もの こ そ ，私の心の 奥底で 長い 間誰に よ っ て も犯す こ との で きな い 確信として

生 きつ x
“
けて きた 。 だが ，私は世間 に認 め させ る展望を全 くもつ こ とが で きなか っ た 。

…… −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t6｝
そ して そ の 晩 の うちに同 じテ ーマ に つ い て 私は小 論を書 い た 。」 こ の 「矢 の よ うに す ばや く書
　 　 　 　 　 　 C7［
きあげ られ た」小

．
論を彼女 は匿名で 新聞社に投書 して い る 。 こ の ときの題名は 「女性が 国政 の

’

利害 に関わ る
・
こ とは ，単な る権利 ではな くて 義務で もある」 とな っ て い た。 こ の 小論が や が て

3年後の 1847年，ブル
ーム の 編集に なる 『民衆手帳 一 三月前期』Volkstaschenbuch − Vor−

mlirz に 「女性の 国政参加」 と題 して掲載 された 。 詳 しくは凍号で ふ れ る こ とに して ，彼女 の

そ の 後を駆足で 追 っ て み よ う。 1844年 ，小説 「友人 た ち』 Freundeで 得た謝礼を もとに翌 年

一
人旅を敢 行する 。 誰 も付 き人を伴わな い女性 の 一人旅 は当時の 規範 に則 ρ て ，小 ざな町 マ イ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛8｝
セ ン の人 々 に品行悪 しき行為と い う印象を与え た 。 イ ェ

ーナ ，．ワ イ マ ール ，
・X ：ア フ ル ト，ゴ ー

タ ，ミ ン デ ン ，ハ ノ
ー

フ ァ
ー，ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イク ，マ グデ ブル グ，ラ イプ ツ ィ ヒを旅 した

彼女 は ，こ の 体験を 『ドイ ツ帝国におけ る女性の 生活』 に まとめて い る 。 そ の後 ，シ ュ レ ジ ァ

地方 へ の 旅の なか で ，こ の 地の 織主た ちの 困窮を知 る 。 こ の 時の 思索は ，小説 『宮殿 と工 場』
．

SchloB　 und 　 Fabrik に表現 されて い る 。 だが こ の 作品は ，人々 を 「煽動す る内容」で ある と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛9｝
い う理 由で ザ ク セ ン 邦の 検閲 に あい ，発禁 とな る 。 後 に ザ ク セ ン 邦文部大 臣に よ り数ケ所 を削

除 されて 出版 された 。

　1847年 ，彼女は女性労働者 ・ 教育協会を設立 。 こ の 頃，ロ
ーベ ル ト・ブル

ーム との 出会 い が機

とな っ て ，シ ュ レ ジ ア 地方 に高ま っ て い た ドイ ツ ・カ トリッ ク内 の 改革運 動に共感を よせ て い る。

1848年10月 ，ラ イプ ツ ィ ヒ の 「ドイ ツ 労働者 中央委員会」の 機関紙 「親交』 Verbruderung｝こ

公開状を寄せ ，そ の 中で こ の 委員会が先に決定 した決議 ，すなわち，タ性労働者 も 「同 じ轟務の

もとで ，同 じ権利を もた な くて はな らない 」と い う条項｝こ高い評価を与 えて い る 。 1849年 rド
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イ ツ 婦人新 聞』 Deut笋che　Frauenzeitung を創刊 。
こ の 新 聞が 掲 げた標 語は 「・自由の 国の た

め に 私は女性市民を募る 」で あ っ た 。 48年革命の 後の 反動期に彼女は多 くの都市か ら処分を う

け，rド イ ツ 婦人新聞』 も差しお さえ られ る。1865年 ，ライプ ツ ィ ヒ に て初の婦人会議を開催 し，

こ の 会議が 後の r全 ドイ ツ 婦人 同盟』 Allgemeiner　D 倉utscher 　Frauenverein を 結成す る基

盤 とな っ て い っ た 。

第 1章 　「人間」観 の 変革をめ ざ して

団 18世紀 まで の 「人 間」観

　ル ィ ーゼ ・
オ ッ トー ・ペ ー

タ
ー

ス の 作品の史的位置づ けを明 らか に す るために，彼女が呻吟

し，苦闘 した当の相手 ，すなわ ち，彼女の作品が書かれる前の 時代まで の モ ラル ，人間観を略

述 して お く必要がある 。

　  ル ソ
ー

，
ゲ ーテ

，
シ ラ ーの 「人間 」 観

　当時の支配 的な教育論は，ル ソ
L

の 「エ ミー
ル 』 （1762年） と彼 の エ ピ ゴ ーネ ン たちの 論理で

あ っ た 。教育学 研究 で は，こ れ まで こ の 作品 は
一

貫 して 「子 供 の ため の 人権 宣 言」「児童 の 福音
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “Ot
書」 「子供 の 発見」 の 書で ある と高 く評価 されて きた 。 しか し，こ の 場合 の 「子 供」「児童」

とは男子青年の み しか含ん で い な い こ とを水田珠技氏や安川寿之輔氏 らの 研究は明 らか に して

きた 。 『エ ミール 』 に て ル ソ ーは次 の よ うに言 う 。 「女子教育 はす べ て ，男性に 関連 した もの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

で な
’
ければな らな い e’男性 の 気 に 入る こ と ，そ の役に た つ こ と，男 性か ら愛 され ，尊敬 され る

こ と，男性が幼い時 には教育 し，大き くなれ ば世話をや くこ と ，彼らに 助言を与え る こ と ，彼

らを慰め るこ と、彼 らの ため に ，生活を楽 しく，快 い もの に して やるこ と，こ うい うこ とが ，

あ らゆる時代舮 曝 雄 の 義務で あ り・また 汝 幽 乙小さい 時か ら撫 こ まな ければな らな

い こ と で あ る 。」「男 と女 とはお たが い の ために作 られて い るが両性相互の 間の依存状態は平等

で は な い 。 男はその 欲望にタっ て 女に依存 して い る 。 女 はそ の 欲望 によ っ て も ， また その 必要

に よ っ て も、男に依存 して い る 。 われわれは女 な しで も生 きて い けるだ ろ うが ，女はわれ われ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 舩

な しで は生 きて い けまい 。 」 すなわち，女子教育とは ，
よ り高 い人間性をめ ざす もの で はな く，

「男性の 気に 入 る」 よ う に 、丁男性を慰め る」 よ う に 、つ ま り，それ はすべ て 男性 の た め に む

けられるべ きで あ るとす る こ の 教育論は，一般 に信 じられて きた ，ル ソ ー＝ 人聞の 自由 ・ 平等

の 旗手とい う通念 とは相入れな い 。日本の 著名な ル ソ
ー
研究者たちによ っ て出版され た 『ル ソ

ー
　 　  

研究』 は終章 にて ，「女子の 教育」 とい う項を設け，次の よ うに ル ソ ーの 女子教育 の特徴 を挙

げて い る 。 「……
男子の 場合とは異 な り ，女子 には従順の 徳や 服従心を養成 しな け ればな らな

い 。 そ して そ の ため に は ，早 くか ら拘束 ・強制 ICよ る教育 を施 し，それ になれ させ なけれ ばな

らな い とル ソ
ー

は説 く。 知性教育に つ い て 見て も，．ル ソ ーが女性 に必要な 課目として あげて い

る もの は ，裁縫 ，画 ，勘定 ，策略 の 才 ，お よ び ，男に つ い て の 研究で あ る 。 そ して 女性に は 早

くから読み書きを教え る必要は ない とされ ，精密科学や物理学や思弁的な学問は女性 に向かな

い もの とみなされて い る 。
ル ソ

ー
は早 くかち女性 に宗教教育をすべ きだ と説い て い るが ，

−t…・

そ の 教育方法 も問答無用式で あ っ て ，女性は自分 自身で 判断す る こ とが で きな い の だか ら，父
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や 夫 と同 じ宗教をもち，父や夫の 決定を教会の 決定 として 受け入れ な けれ ばな らぬ とされ る。」 ・

rエ ミール 』の 教育原理 と されて い る 「自由教育」や 「自然主義」 は男子の み の もの で あ り，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u4
児童 ，青年の 半数を占め る女子には み とめ られ て い な い 。 上 に 引用 した よ うに，

1r
エ ミール 』 の

女子教育を要約 した同じ筆者が 、驚 くべ きごとに 次の頁で ル ソ
ー

の教育論
一

般の 特徴を次 の よ
　　　　　　　　　 ロ　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．
うに叙述 して い る 。 「子供 の 自由に まかせ る こ とで あ り，子供み ずか らに 実行 させ る こ とで あ

る 。 真の教育 とは ．他か ら教え る こ とよ りも ， みずか ら学ばせ る こ とで あ り……こ の 自由 と自

発 活動 もまた ，身体の 教育か ら宗教教育に い た るまで 、一切 の教育に おい て ル ソ
ー

が強調 して
　 　 　 　 　 　 　 　  

い る と こ ろで あ る 。」 （傍 点 ，田村） 「こ の よ う に ，彼 は強制 や処罰に よ る教育に 反対 し，自由
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u田
教育を説 い て い る

・…・・。」女子 に は早期か ら 「拘束 ・強制」で教育 し，宗教教育 も 「問答無用 」

に 父 と同 じ宗教 を もたせ る こ とを 目的と して い る の に ，ル ソ
ー

の 教育論 の 特徴 とは，「子 供 の

自由に 任せ る」 こ とだとい う。 子供 とは男子の み しか，ル ソ
ー
自身に も，ル ソ

ー
研究者たちIC

も意識化され て い な い 。 ま さに r少女 に と っ て は受難 と忍従の 反福音書で ある 勤　　　 ’

　次号で 詳論する予定の ル イ ーゼ ・オ ッ トー ・ペ ータ ース 著 「女性の 国政参加」 （1847 年）
・
で は，

現在 ，女性た ちが 「男性 の 人形」 にな っ て しま っ て い る状況 が述 べ られて い る 。 そ して そ の 原

因 は貧困な 女子教育に あ るとして ，「人形」 で はな く，国政 に 男性 と共 に参加 して い く人 間 と

な るためには，女性に も男性 と同様の教育を与え るべ きで ある ，と主張 して い る 。 具体的に は，

先の ル ソ
ーの 方針とは180度異な り，技術的な鍛練で はな く，普遍的で ，高度 な もの ，全体的

で，総体的 な もの ，思考を養うもの ，例えば ，世界史 ，ドイ ッ史，現代史の必要性を訴え て い

る 。 初めか ら女子 の み に可能性の 扉を閉ざして い る結果が鑑賞品，愛玩物 として の 「人形」な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ

の で ある 。 い か に い い 買 い 手を見 つ けるか ，に関心 を集中せ ざるをえな い 「人形」 を 「人形」

た らしめて い る原因は，従 っ て 彼女 に よれば，生物学的な性差 に あるの で はな く，社会の 中に ，

すな わ ち ，教育一文化に あ る と い う こ と に な る 。

　 と こ ろ で ，男 の 役割 ，女 の 役割 とは永遠不変 の 天与の 自然で はな く，各時代の 文化 ，生産諸

関係の 産物で ある 。 「男 らしさ」 「女らしさ」 は生物学的な性差 に基 い て い るもの で はな く，社

会的諸関係 に 立脚 して い る こ とを マ
ー

ガ レ ッ ト ・ミ
ー

ドは示 した。マ
ー

ガ レ ッ ト ・ミ
ー

ドは三

つ の 原始民族の 「男 らしさ」「女 らしさ」を研究 し次の よ うな報告を行 っ た 。 第一に原始 的な

農耕民族で あ るア ラ ペ シ ュ 族 に お い て は ，男女が 共 に ．、現在我々 が 「女性的」．と命名 して い る

性格を示す。相互 に親切で ，争 い ，闘 い を好まず ，男 も女 も共に 慈母的 で ある 。 理想的人間像

は善良な妻 と善良な夫で ある。すなわち，性に よ っ て 異な る モ ラ ル ，ふ るま い が割 りあ て られ

て はいない 。第二 に ム ン ドグモ ル 族 は，男女共 に ，現在我々 が 「男性的」 と名づ けて い る特徴

を も っ て いる 。 男 も女 も共 に攻撃的で残忍で あ る 。 争い を好み ，攻撃的な夫 と妻が理 想的人間

像 で あ る 。 こ こ に も生物学的性差が ，社会的行動 ・モ ラル の 差 とな っ て 表われて は い な い 。 こ

の 民族は首狩族で ある 。 第三 に，彼女は ，こ の 両民族 とも異な り，か つ ，我々 の モ ラル ，行動

と正反対の タ イプを示すチ ャ ン ブ リ族を紹介 し
1
て い る 。 こ こ の 男性は，知性 よ りも感情を重視

し，気弱で ，お し ゃ れ で あ る 。 絵画や彫刻等 の 文化 ・芸術的分野を担 っ て い る 。 逆 に女性は ，

強 く，支配的で社会の 指導 ・管理 層をうけもつ 。 強い 妻 と弱 い夫が理 想像で ある 。 「永遠 に女

性的な もの 」は神代の 昔か ら女性の 双肩に 担わ され て い た もの で もな く，生物学的性差 に よ っ

て 男女 の モ ラ ル t 役割分担が決定 される の で もな い 。 各時代の 社会的諸関係 ，文化な の で ある 。

　 さ て ，女性 む けの 小説を書い て い たク リス テ ィ ア ン ・フ ユ ル ヒ テ ゴ ッ ト・ゲ レー
ル ト1715〜
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1769は，rエ ミール 』 に先だつ 1761年 ，次 の よ うな手紙 を書 い て い る 。 「学の ある女 性に私は恐

れ を い だ い て い る。とい うの は ， そ う い う女性 は本来女性の あ るべ き姿 とは離れて しま っ て い

る と私 は思 うか らだ 。 だ が習得 した，女性として の つ とめを果 た しなが ら，良 い 本を読 む こ と

に よ っ て 思慮分別を高め
， 気品を も っ て 感情を養う女 性

一 とうい う女性を 私は高 く評価す
　 n鋤
る。」女性の 模範とは ，作品を書 くこ とで はな く t 読 む こ と で あ り1 知性や 理 性を も磨 くこ ど

で はな く，感情を養 うこ とで あ っ た 。 すなわち，男性だけが作品を うみだ し，更にそ の 作品と

読者を結ぶ 活動 （編集 ・出版）を行 うべ きで あ り，女性 は単な る受容者 Rezipient に とどま

るべ きで ある ，と 。 こ うした性 によ る役割分担論は，あたか も生物学的性差に基 い た永遠の 真

理で あるか の よ うに そ の 後 も ドイ ツ の 作家，批評家 ，読者をも規定 して い く。 ゲー
テ ，シ ラ

ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

もそ の 例外で はな い 。臼分 ＝＝男性の ！「工合を一
番 よ くす る」女性 を評価 したゲ ーテ は ，意識的

な女性 たちの 「意見」や 「判断」を うとん じた 。
た とえば ，次の よ うに述 べ る 。

　 女た ちが 愛 し た り憎ん だ りす る こ と に

　 われわれは反対すまい 。

　 だが ，女 たち が判断や 意見を出す とな る と，　 　 　 　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ＜e ＞

　 奇妙な観 を呈す るこ とが多 い　
1
　　 　　 　　 　　 　 （r温和なク セ ー

ニ エ ン 』 遺稿か ら）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

　　また，伝統的な価値感 に 則 っ て ，女性に 感情 と家庭を t 男性に理性 と職業をふ りわ ける シ ラ
ー

　は 「鐘 の 歌」 で 次の よ うに謳 っ て い る 。

　 男は勇猛果敢に 闘い に 身を投 じ

　 家で き りもりする の は けな げな 主 婦

　 男は合理 を範と し

　 女の判断 は愛 に よる

、 更 IC　，．ゲ ー
テ とシ ラ

ーが素人の芸術愛好家 に つ い て 語 っ た論理 は，女性 たちが 作品 を書 くご

とによ っ て 自立を して生 きて い こ うとす る意 欲を阻害 して い く。 ギ
ーゼ ラ ・ブ リン カ

ー ・ガ
ー

ブ ラ
ー

が二 人の 論理 を簡潔 に要約 して い るの で ，こ れ に従 えば ，芸術家とは以下 の 四点を満た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

して い な ければな らな い と い う。第一に ，天職で あ り，職業 として 行わね ばな らな い 。 第二 に ，

学問を積ん だ後に芸術活動を行 う。 第三 に，規範 に則 り，規範を高め る 。 第四に ，芸術家の世

界，文壇 へ の 繋が りをもたね ばな らな い 。 「男性の 気に入 る」 範囲で ，男性を 「慰 め る」枠内

で しか教育を与え られず，普遍的，全体的な もの へ の 啓蒙が 閉ざされ ，しか も，職業な どは問

題外とされて い た当時に あっ て ，それで も作品を生みだす努力を捨て なか っ た女性作家たちは，

上述 の ゲー
テ ，シ ラ

ー
の 規範に則 っ て ，芸術家 とは無縁の 存在と して消し去 られて い く。問 わ

れ て い る の は作品の 「質」，「内容」で は な く，そ れ以前の 事実 ，すなわ ち 「学問を積む」 こ と

も，「天職」「職業」 を もつ こ とも許 されなか っ た生物学的な性で ある 。 そ して ，い ざ作品の

「質」，「内容」 が問われた場合で も，作品 の 良 し悪 しを決定する試金 石は ，「控え め 」 で あ り ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

「永遠 に女性 的な もの 」 で あ り，理 性 孝悟性の 少な さで あ っ た 。巨匠 た ち に よ っ て 作られ た規

範は ，女性作家の作品を塑だ単に闇 に葬 り去 っ て い くだ けで はな く，文芸批評 の 対象 ，文芸学

そ の もの を も規定 して い く。

』

  　古典主義の 「人 間」 観へ の プ ロ テ ス ト

こ うした ル ソー，ゲー
テ，シ ラ

ー流の ，女性を理性 ，悟性か ら遠ざけ，彼 らに控 えめ ，内助 ，
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賢い男 たちを理解す るため の 精神性を課す論理 は ，常に女性とはか くあ る べ きだ と説教 し，当

時の 価値観の 秩序内に 彼女 たちを閉 じ込め る点で共通 して い る 。 彼女た ちに 何がで きるの か ，

と可能性 を 、未来を問 う こ とは絶対にな い 。 人間と して 対等な教育を主張 し，作品を市場に 出

すこ とに よ っ て 自立を しよ うとす る女性作家た ちは ，「永遠に 女 性的な もの 」か ら外れ ，「意見」

を提出 し，厂判断す る」女性 として 排除され て い っ た 。 古典主 義の 人間観が 洗い 直 されね ば な

らない 。

　こ こ で ，ゲーテ ，シ ラ
ー自身 の 言葉か ら

一
歩離れ ，日本の 研究者たちが ，現在 ，彼 らを い か

に受容 して い るかにふれて お こう。

一
例 と して ，ゲー

テ に つ い て書かれた論文が掲 げる評価 は ，

次の よ うな内容で ほ ぼ一致 して い る 。 すなわち ，われ われ はそ こ に今 日なお少 しも古 くな く，

新鮮 な ひ びきをも っ て 訴え る数多 くの 心情の 吐露 に一驚せ ざるをえない 。 なん とい う英知で あ

ろ うか 。ゲ ーテ とは何 と い う存在で あろ うか ，と い う評価 。 あ る い は ，ゲ
ー

テ の作品が お くる

メ ッ セ ージがや はり近代的人間 の 自律的努力へ の ，人間性の 究極的勝利へ の健全な信仰に ある

ごとをみ とめ な い わ け には い か ない の で あ る，とする 称讃 。 「ゲー
テ の 詩 に あ っ て は ，た とえ

個人的な もの で あ っ て も，それが普遍人間的な もの に ま で 高め られ ……」，と い う讃歌 。 こ こ

に 述べ られて い る 「近代的人 間の 自律的努力」，「人間的 な もの 」は ， 、「男性の 自律的努力」，

「男性的な もの」 と書き改め られ，t その 上で再評価されな けれ ばな らな い の で はない だろうか 。

古典主義 の み な らず ，そ の 後の 人 々 の 主張する 「人間」観が吟味されねばな らな い と思 う 。 女

性 に参政権を 閉ざして おきなが ら，普通選挙権 と い う言葉が 日本 の 歴史 の なか で今日 もなお ま

か り通 っ て い る よ う に ，「近代 的人間1，「普遍人間的」とは ，天の 半分を支え る女性を含ん で

い な い 。

　 こ の よ うに ，現代の 立場か ら過去の 人間観の再考を迫 る姿勢に対 して ，2 つ の 反論に しばし

ばで あ う。 第一は，再考の 必要を全 く否定する立場で あり，第二 は ，当時と して はやむを えな

か っ たとする免罪論である 。 第
一

の立場には，今号 と次号の 私の拙稿全体を反証 としたい 。 と同

時 に 一言つ け加え て お くな らば ，
こ の 立 場は ，作品 の 鑑賞 と は鑑 賞全体 の 歴史性，時代性 と共

に変遷 して い く，そ れ 自身歴史的産物で ある ，とい う視座 とは相容れ な い 傾向を もつ 。 すなわ

ち，受容の 歴史的多義性 は捨象される方 向にすすん で しまう。 私はまさに 「現在の 立場か ら」

とい うそれ 自身歴史 的制約性の なかで ，古典派の みな らず こ れまで の 文学 の 評価 を ，「女性 ら

しさ」で はな く，自意識の 発達，
’
自立の 主張をメ ル クマ

ー
ル に して 再考せねばな らない と考え る。

　次に第早に ．や むを な か っ た とする免罪論に移ろ う 。 こ の 論 に は 、ゲー
テ ，シ ラ

ーと同時

代 に ドイ ッ に生 き，ドイ ツ における後期啓蒙主義者の 1人で あ るテオ ド
ー

ル ・ゴ ッ トり
一プ ・

フ ・ ン ・ヒ 。
ぺ ・レ T・6・d・・ G ・ttli・b ・・n　HipP・11741 〜 1796 を対置 しよ う ． r女性 の 市

民的改良』1792 の なかで 彼 は フ ラ ン ス 革命 の一側面を次 の よ う｝こ述 べ て い る 。 すな わ ち ，
フ

ラ ン ス 革命は中途で 立往生 し ， 人間の 権利は男の 権利 に な っ て しま っ た ，と 。 彼の 指摘通 り，

フ ラ ン ス 革命は女性の 参政権 ，市民権等すべ て を否定 し，彼女 たちは 自由 ・平等 か らは除外

された。「人権宣言」が男性の 入権で しかない こ とを見 ぬ い て し）たオ ラ ン プ ・ド ユ
・al一ジ ュ

は ，1793年 ，17条か ら成る 「女性お よび女性市民 の 諸権利 の 宣言」 を起章 し，「歴史上初 め て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

（女性）の参政権を要求 した 。 」だが ，10条に 自ら記 して い る宣言 どおり，実際に処刑され ，
．
断

頭台の露 と消え て しま っ た 。 第10条は次の よ うに主張 して い る 。 「な
』
に び とも、それ がたとえ

根源的な もの で あれ ，自分の 意見の た め に不安を蒙る こ とが あ っ て はな らな い 。女性は ，処刑
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aCCの ぼ る鰤 が あ る調 蹴 雄 1嬪 壇 に の ぼ る権利 を
・
も f・・t・けれ CS

’
な らな ・鬯」先 跡 べ

た ル ソ
ーの 言 う人間 ＝ 男性 ，国家を作る契約主体 ＝ 家 に女性を閉 じ込 めた男性，と い う発想は ，

まさに フ ラ ン ス 革命に貫かれ て い る 。

　 ヒ ッ ペ ル は，教育上の ハ ン デ ィ の みならず政治的不平等 を も廃止す るよ う先に あげた著作の

なか で 次 の よ うに書 い て い る 。 「障壁を取り除け 。 性差 に と らわれず ，国家の た め に市民 を教
　 　 　  

育せ よ 。」 こ の f市民」は女性を含むよ う訴え ，男女の 未来に お ける対等の パ ー
トナ

ー
の 必要

性を宣言 して い る。こ の よ うに ，同時代 の 人 の な かに男女の 役割を固定観念 の なか に凍結せず．T

現在を超え、未来に眼をすえ る人が い た ときに，「や むをえ な い 」 と判断す る こ と は ，歴史的

視点の 欠落を物語 るで あ ろ う。 少 くとも 「普遍 人 間的」 と い う評価は ，ゲー
テ 、シ ラ

ー
にで は

なく、彼 らの 対極 に位置 して い た ヒ ・bペ ル に こ そ該 当する の で は な い だろ うか 。 こ こ で特に指

摘した い こ とが あ る 。 それは ，

．
ゲー

テ ，シ ラ
ー

の 同時代人の みな らず ， 彼らに先立 つ 18世紀に

もすで に 以下 に 述 べ る よ うな人 々 が い た こ とは ，さ らに こ うした 再検討の 要を促す も の と私は

考え る。

　   　古典主義 まで の 「人 間観」 と自立 の 思 想 の 歩み

　 18世紀の 女子教育に さ さやかなが らもつ かの まの 春の 息吹 きを与えた思想は ，17世紀 に ドイ

ツ の ル タ
ー派教会の 中か ら誕生 した敬虔主義の 運動で あ っ た 。 こ の 運動は 、プ ロ テ ス タ ン ト正

統主義の 固定化 に抗 して ，宗教改革の 徹底化 ，教会の 再改革を 目標と した 。 生活 ，祈 り，そ し
．

て讃美歌の 斉唱もす べ て 共同で行わ れ たが ， 知 よ りも個人の宗教的経験 ， 宗教的感情が重ん じ

られた 。 直接の 神体験は個人 の 自由意志 、個人め責任に任 され て い た。こ の 運動 の 指導者で あ 6

た フ ィ リッ プ ・ヤ ーコ プ ・ シ ュ ペ ーナ
ー Philipp　JaKob 　Spene： 1635〜 1705は ， 自宅で 聖書を

読み ，祈りを し，個人の 信仰生活に つ い て 語 りあう会合を もち ，これが後に 敬虔集会 eollegia ．

pietatis に まで 発展 して い く 。 こ う した集会 は ，教会 によ っ て 異 端視され たため ，多 くは秘蜜

集会 Konventikelとな らざる をえ なか っ た 。 こ こ に は男性だ けで はな く，女性 も参加す る こ

とが で きた 。 こ の集会は彼女た ちに初めて家庭外で 教育を受ける機会を与え た 。 と同時に ，彼

女たちの 参加 に よ っ て ，讃美歌や頌詩の 詩作が行われ て い く。家事労働全般か ら離れ ，た とえ

限られた領域で あ っ て も，作品の 創作に関わ る分野 に女性が登場 した こ との 意義は大き い 。 「女

性ら しさ」 をメ ル ク マ
ー

ル に する の で は な く，女性 の 人間 と して の 自立 を起点に これまで の 文
’

学研究 の 全面的再考を促す立場に とっ て 見逃すこ との で きな い 一歩で ある 。 シ ュ ペ ーナ
ー

の 意志
　　　　　　　　ド

を引継ぎ，教育施護や孤児院を作 っ て い っ たアウグス ト ・ヘ ル マ ン ・フ ラ ン ケ August 　Hermann

Francke　1663〜1727 は ，女子の 高等教育改良 に情熱を注 い だ 。 社交や礼儀作法に の み む け ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 伽

れて い た女子教育を疑問視 し，旧約聖書の 基本語 と 「あらゆる種類の 有用な技術 と学問」が必

要で あ る ，との 認識か ら，エ695年 ， ドイ ツ で は初めて の 高等女学校を開設した 。 こ れ は 「支配

階級 ，貴族 ，そ して そ れ以上の上流階級の 人 々 の 娘の 学狡」で しかな か っ たが ，読み ，書 き，

計算とい う
一

般的な基礎知識が 男性の みの独 占物で はな くな る先駆的施設と して重視 され て い い

で あ ろう。こ の学校は開設当初の 好評 さに比べ て 10年後 に は参加する女性数が減少 し，フ ラ ン ケ

の死後はわずかに 8 人だ っ た こ とが記録 されてい る 。 女子教育が社会的に い か に無 視 されて い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

たか とい う事実を示 して い る 。 男性 の知性 ，女性の 感情 と い う二 元論が天与の 自然 と考 られて

い た時代に あ っ て ，た とえ上 流階級の 娘たちが対象で はあ っ て も，彼女 たち の 知性を高め よ う

とした教育は時代の 冷たい枠組を砕 く者の風 になるはずで あ っ た 。 だが ，冬 の終 りを告げるべ
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　 き息吹は ，続い て お こ っ て くる社交文 化の隆盛に よ っ て 窒息 させ ちれ て い く。

　　 30年戦争 の 終結に よ っ て ，ブ ル ボ ン 家の勝利は確実 に な り，逆 に ハ プ ス ブ ル グ家が凋落 し，

　 後者 に よ っ て 代々 ひ きつ が れ て きた ドイ ツ 皇帝権は 完全に 名 目上の もの とな っ た 。 ドイツ の諸

　領邦には外交上の 自主権が認 め られ ，．国家として の 自立性が確立 して い くよ うにな っ た 。 こう

　 して 領邦国家が強化 されて い くに つ れ，国家の 官僚制が成立 して い く。 他方 、都市の 破壊 ，ギ

　 ル ドの 制限 強化に よ り，失職 した人 々 は都市の 行政職に琉入す る こ とによ り，都市に お い て も

　 官僚機構が うみだ されて い く。 18世紀初頭 は ，こ うした官僚制度を土台 と した社交文化 ど こ れ

　 に批判的な 「道徳週刊誌』 に よ っ て特徴づ けられ る 。

・　 17世紀以来 ，西欧に おい て 軍事的優位 と文化的権威を高めて きた フ ラ ン ス は ，フ ラ ン ス 文化

　 と フ ラ ン ス 語を西欧各地 へ 広めて い く。 フ ラ ン ス の サ ロ

』
ン の 中に は

， 集ま る男女 の 間に一時的

　 に平等の 零囲気が生 じた サ ロ ン もあ っ たが ，ドイ ツ におい て は こ うした傾向は見 られず，当時

　 の ロ コ コ 趣味 と相挨 っ て 女性たちの 関心 は専 ら華飾 と浪費 にむけられた 。 貴族 ，．上流階級の 彼
　 　

・
　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 岡 　　　 　　　　　　 　　　　　

．

　 らは r男た ち の た め の隼きて い る人形』をめざ して 着飾 っ た 。

一定の 知は問題 に されたが，男

　 性の そ れ を上回 らな い よ うに との 限定付 きで あ っ た。「男性の 気 に入 る」， 男性を 「慰 め る」，

男性め ため の 知 一
．．e うした ル ソ ー流のkNt・k・従 ・ て ・嫌 よ る雕 の 磁 をめ ざ欝 勢か らは

　 か け離れて い た 。 英知や 理 を 身に
’O ける の で はな く，「頭の 飾 りは帽子で あ っ た．。 」

　　 こ うした宮廷内の 噂話 や小言，罵言に うつ つ をぬ か して い たサ ロ ン 文化に対 して ，人間の教

　 育，文化の 進歩に信頼を寄せ ，女性亢ちの悟性の啓発にも力を注こうとした人々 は初期啓蒙主義

　 者たちで あ っ た 。 敬虔主義 は感情の 方によ り重 きを置い たが ，彼 らは 「未青年状態 か ら脱却」す

　 る こ とを目標 とし，女性 たちを無知 にと じこ め て おい た社会通念 ，家庭教育を批判 した 。 18世

　 紀初め に 出版 された r道徳週刊誌 』 は ， 女性読者層に こ れ まで になか っ た熱 心 さで 接近 を図 り，

　 女子教育の 覚醒 と深化を方針の ひ とつ に据え た 。 退廃的な社交が批判の マ ナ板にあが り，出版

　 者たちは女性読者層の 声を直接確か め る ため に ，彼 らとの 定期的な手紙の 交換を行 っ た 。 こ う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翩

　 して 手紙を寄せ て きた女性読者層か ら，思い が けず女性の ジ ャ
ーナ リス トが誕生 した 。 雑誌 の

　 単なる受け手 ，読み手か ら，記事の書き手 へ の 発展は ，ゲ レ ール ト流の ，女性 ＝作品の 単な る受

　 容者 ，男性 一作品の 創造者 と い うパ ラ ダイ ム を破 る もの で あ っ た 。

　　 芸術 から感情と感覚の 追放を説い た ヨ ハ ン ・ク リス トフ ・ゴ ッ ト シ ェ ト Jonann　 Christoph

　 Gottsched　1700〜1766 はtt ド イ ツ 女性が い かに創作に加わ っ て い な い か を 嘆 い て 次の よ うに

　 述べ て い る 。 「私は マ ダ ム ・デ ズ リ
ーの フ ラ ン ス 祷を読む と羨 し くて ならな い 。 ド イ ツ は こ の

　 分野で フ ラ ン ス 人に匹敵するもの はまだ何も示す こ とがで きて い な い と思 う。……
フ ラ ン ス の

　 女性 は ド イ ッ の女性 に一歩先ん じて い る こ とを認 めな ければな らな い 。 」彼 らにつ づ い て多 く

　 の 女性が書 く分野に 登場 して くる 。 ギーゼ ラ ・ブ リン カ ー・ガ ーブ ラ ーに よ る と，彼女 らに共
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鋤

　 通 した特徴 は男女平等の 主張を ，韻を踏んだ手紙文で 表現 して い る とい う 。 例え ば，ア ン ナ ・

　 ヘ レー
ナ ・フ ォ ル ク マ ン Anna 　Helena　Volckmann は ク リ．ス テ ィ ア ーナ ・マ リア

ー
ナ ・フ ォ

　 ン ・ツ ィ
ーグ ラ

ー Christiana　Mariana　von 　Ziegler　1695〜1760に韻文形 式の 次の よ うな

　 手紙を書い て い る 。

男性 たちが私たちを さげすむな らば，私は 目覚め よ う

誰かれ とな く 「愚か な鳩 よ ，お前 た ちはま と もに 飛 べ ず，身の ほ ど しらず」 と言えば
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愚かな男性が，女性は い つ も物真似 t と言えば

私 はそ しる人たちに反論 しよう……

私たちに 勇気 はあるが ，鋭い剣はない
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鬪

男性たちに は ペ ン で 斗い を い ど も う

　 こ うした手紙は，詩作その もの が女性 らしくない との 理 由で 当時 も無視され，現在 もなお文

学研 究者め眼前か らふ る い 落とされ て しま っ て い る 。 どの よ うに彼女たちは 自意識 に 目覚め て き

たかが研 究の メ ル ク マ
ー

ル に はな らず ，女性で あ る こ と一生物学的な性が作品をふ る い にか け

て い る 。 研究者たちがゲーテ 流の 「永遠に女性的な もの 」を追 い つ づ ける限 り，、無数 の 彼女た

ちの 自意識 の 発達史 は彼 らの 視野か ら外れて しま う．D

　上述 した韻をふん だ手紙文の受 けとり手で あ っ た マ リア ーナ ・ツ ィ
ーグラ

ーは，18世紀 につ

くられ た 言語 ・文学 の研究団体で ある 「ドイ ツ 協会」 Deutsche・Gesellschaftの初 の 女性 メ ン

バ ーとな っ て い る 。 1730年 ，彼女 は こ の 協会に お い て ，「女性 に は学問をす る努力が許され る

か ど うか」 とい うテー
マ で 講演を行 っ て い る。こ れ は ドイ ツ 語 で 語 られた ，女性自身 によ る初

めて の 女子教育弁護論で あ っ た。こ れ に先だ っ て 1728年 ，「話すこ とは男性よ りも優れで い る
　　　　　　　　　　　　　　 1

の に ，書 くこ とに お い て は劣 っ て い る の は何故か」 と問い ，そ の 原因は女性 たちが 現在置かれ

て い る社会的状況の なかに ある，と述べ て い る 。 話す こ とは ，サ ロ 、ン 文化の 隆盛の 中で女性の

処世術の
一

つ にな っ て い た 。 衒学的 な教養主義 ，知的な ひ けらか しと うわ べ だけの 知的会話

に は彼女た ち の お し ゃ べ りは役に た っ て も，芸術 ，学 問 ，創作 とは縁遠 い もの で あ っ た。社会

が彼女 たち の 教育をな い が しろ に して い ると こ ろ に書 くこ とへ の 能力不足を彼女た ちは痛感 し

た 。 逆 に言 えば，機会が均等 に与え られれ ば彼女 たち に も学 問 ・芸術 へ の 道 を歩む こ とが 可能

で ある ，と い う自信の 表明で もあ っ た 。 原因は生物学的な性差 に ある の で はな く，社会の 教育

制度 に ある とい う主張 もこ こ に表わ されて い る 。

　 マ リア
ー

ナ ・ツ ィ
・一グ ラ

ーに続 い て ，ドイ ツ で 二 番 目の 女性桂冠詩人 とな っ た ズ ィ ドニ ァ ・
1
ヘ ドヴ ，f ヒ ・ ツ t イ ネマ ン Sido且ia　 Hedwing 　 Ztiunemann 　1714 〜 1740 は ル イ ーゼ ・ ア ス

　 　 　 　 　 　 　 　
丶
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　  

ト ン Louise　Aston　1814 〜1871 に 先だ つ こ と100 年前 に学 者た ち と交わ ろ う と した 。慶 弔の

折に作 られ た機会詩を拒否 した彼女は ，男性に よ っ て割 りあて られ た家庭 か ら目を転じ，外の

世界 を注視 し，次 の よ う に 記 して い る。

結婚式 ，揺り籠 ，墓石だけが

詩にふ さわ しい もの だ ろうか

　中国の秋菫 ，フ ラ ン ス の ジ ョ ル ジ ュ
・サ ン ド，メ リク

ー
ル ，ドイ ツ の ル イ

ーゼ ・ア ス トン の

男装 は知 られ て い るが ，彼女 たちよ りも以前 に ズ ィ ドニ ア ・ツ ォ イネ マ ン は男性の 服 に身をつ

つ み ，馬に の り，一人旅 に で かけた 。 人間 とは男性で あり，女性 は徠らに 奉仕す る もの と定め

られて い た当時にあ っ て ，こ うした男装は彼女 たちの 人間 と して の 対等を求め る叫 び の 具体的

表現方法で あ っ た と私は思 う 。

、彼女は教育施設 へ の女性の 参加を次の よ う に述 べ て い る 。「無知な わが ドイ ツ 入 は女性 に芸

術へ の 自由な訓練を させ る こ とに なれて い な い 。 彼 らの学校の 教室は ，私た ち女性が参加する
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こ と に よ っ て 神聖 さが と り除かれ な ければな らな い 。 」

　彼女は宗教詩を書か なか っ た の で ，宗教者か ら非難 を受 けた 。 これに対 して 次の よ うに反論

して い る 。 「私の 使命は宗教詩を書 く こ とを望ま な い 。 宗教 詩を書 くこ と は キ リス ト教徒 の 義
　 　 　 　 　 舳

務で はな い 。 」 こ こ には ，詩作を宗教の 下に従属させ よ うとする説得に対 して t 彼女の 拒否の

姿勢が示 されて い る 。 また結婚制度に も強い疑 い をい だ き，今の 制度下で は女性が 「扶養」 と

ひきか え に 「抑圧」 を売 りわ たす もの ，と詩の 中で 書 い た 。

　 とこ ろで ，レ ナ
ー

テ
・メ ー

ル マ ンは レ クラ ム 版 『ドイ ツ 三 月前期における女性解放 。 テキ ス

　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

トと ドキ ュ メ ン ト』 で ，三 月前期 （1815〜1848） の 女性作家たちを作品 の 内容か ら判断 して 4

つ の 項目に分けて い る 。 これに よれば ，1）女子教育 ，2）個性 の確立 ，3）因襲 に よる結婚，4）職

業と して の 自立 ，とな っ て い る 。 ズ ィ ド ニ ア ・ツ ォ イ ネ マ ン は ，わずか 26年の 生涯 の なか で 4）

以外の すべ て の 問題を とりあげて い たこ とに なる 。 これに 加えて　詩作の 宗教か らの 自立 に も

言及 して い た 。 4）に あげた 作家 と して 、職業 と して の 自立 を達成す る に は
， 作家 の 個人的努力

だ けで は不可能で あ り，加えて 文学市場 の 形成 が前提 とな っ て い なければな らな い 。 18世紀初

頭 は ，19世紀前半 （三月前期） に比 べ て 女性の 作品を 受容す る大衆が未成熟で あ っ た 。 の みな

らず ，受容者 と作家を仲だ ちす る出版者 ，編集者 に も女性が参加す る余地は全 くなか っ た 。

　 18世紀 も中 ・後期とな っ て くる と ，文学作品が今まで よ りも数多 く出版 され ，読者の 層の 拡

大がなされて い く。 貴族が作家たちを自らの僕 として 扱い ，彼 らの バ ト 卩 ン として 存在 して い

た構造に変化が生 じて い く。 形成 されつ つ あ っ た ブ ル ジ ョ ア ジーが出版社をつ くり，作家たち

を貴族か ら引き離 し ，作品の 受容者を貴族 ・ 上流階級 か ら不特定多数の市民層へ 切 り換え て い

こ うとする。パ トロ ン として 君臨 して い た貴族 の 趣味 ，世界観か ら自由で なか っ た作家た ちは ，

受容者が大衆に移 る ことに よ っ て作晶の 形式 も内容も登 場人物も世俗化 して い く自由を獲得す

る 。 女性読者層が拡大 し，文学市場の 広が りに貢献 し，作品の世俗化に も大 きな役割を演じて

い く。 韻 ，修辞法等の 文学的規則の厳格な詩に 代 っ て ，これ らに とらわれな い 小説が盛ん に書

かれ るよ うにな る 。 文 学 教育 を受け られな か っ た女 性作 家 たち は規則か ら自由にな っ た小説

の 書 き手 として登場する 。 ゾフ ィ
” ・

フ ォ ン ・
プ ロ ッ ヒ ェ Sophie　von 　LaRoche　1731〜1807

は 1771 年 ，rフ ォ ン ・シ ュ テ ル ン ハ イ ム 嬢 の 物語』 を 出版 す る。こ れ は ドイ ツ 女性 に よ る初 の

小説で あ っ た。 こ こ に登 場する女性主人 公 は ，ル ソ
ー流 の 男性に 「慰め」 を与え ，奉仕 し，彼

らの 補完物 と して 存在する女性で は な い 。 「貞潔」 と い う意 味 もあ り，従来 ，常に 女性が もつ

べ きとされて い た徳 Tugend をこ の作 品で は男性主人公 も もっ て い る 。 女性主人公 ゾ フ ィ
ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
I

lよ 彼の 「まなざ しにある徳の あふれ る輝き」 にひ かれる 。 彼 も有徳の人で あり ， 感情豊かで ，

セ ン チ メ ン タ ル で ，涙を流す 。 こ こ に は既成概念で ある男性 に能動性 と自立性 ，女性 に受動性

と依存性をあて が う両極分解 はな く ， 両性に共 に有徳性と悟性 ， 啓発 された精神が 必要で ある

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

として い る 。 結婚後の 彼女は ，家庭に こ もらずに夫と共に 「人間愛に奉仕」 しよ うとする。そ

して 無産者の ため に学校 と病院をつ くる。 シ ラ
ー

の 説 く，男性＝外の 世界，女tt・一内の 世界 と

い う両極分解は ，すで に述 べ たよ うに彼 と同時代の 人 ヒ ッ ペ ル に よ っ て 疑問視 されて い ただ け

で はな く、先行する時代に すで に一女性作家の 作品の 中で 異論が出されて い た 。古典主義 の 人

間観を 「や むをえ な い 」 もの と して 免罪する ことがで きるで あ ろうか 。

　 彼女はそ の 後1783年 ，女性 の ため の 雑誌 「ポ モ ナ』 Pomona を発行する 。 女性雑誌で あろ う

と男性雑誌で あ ろうと，これ らを作る の がすべ て男性 あ っ た ときic初めて女性の 出版者が誕生
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した。女性 の 中に文学市場は拡大 して は い たが ，すなわ ち ，女性の 受容者は増加 して は い たが ，

編集 ，発行 はすべ て 男性の手 に あ っ た時代に女性が こ の 分野 に座を占めた事実の意 義は大 きい 。

それ は男性編集者 ・出版者に よ っ て 作品が ごみ くず籠へ 直行 しな い 日 の 到来を意味 して い たか

らで ある 。 　　　　 1

　創作者 と して の女性の 登場 に大 き く貢献 した もの と して ，イギ リス の サ ミ ュ
エ ル ・リチ ャ

ー

ドソ ン 1689〜1761の小説を も挙 げて おか ねばな らな い 。 イギ 1丿ス 11丶説の 確 立 に寄与 した彼の 小
1

　 　 　 　 　 圃

説 rパ ミ ラ』は，ド イ ッ 語に 翻訳 されて 多 くの 女性読者 を得た 。 家族 ・
日常生活を対象 に した

こ の 作品 は ，英雄 ，騎士 な ど が登 場す る 異 国趣味を 扱わ な い こ とに よ．っ て 登場人物を も世俗化

して い る 。 女性読者層に 共感を よび ，創作へ の 意欲を喚起 した 。

囹　両性 に平等の 文学研究を

　 ドイ ツ文学史は ，女性の知を疎ん じ，男性に従属するモ ラル を植え つ け る例に満ち満ちて い

る 。

　時代をさか の ぼればの ぼ る ほ ど ，こ うした例に 枚挙の い とまな がない
。 例えば 「女性の 入生

に お ける定言的命題 は 、r才 をみ が くな かれ 』」で あ る ，と言 っ た エ ド ユ ア ル ト ・ フ ッ ク ス

Edliard　Fuchs は，厂女性 の 生活ナベ て に妥当す る，唯i一です べ て の もの は調教で ある罫とし

て ，サ
ー

カ ス の 駄馬 の 調 教を女性 の 教育 の 理 想に 掲げて い る 。
ハ シス

ーミ ッ ヒ ェ ル ・モ シ ェ ロ

シ ュ HanB − Michel　Moseheroschは 1643年 ， 『キ リス ト教 の 遺 産』 に次の よ うに書い て い る 。

「娘は 口数を多 くして はな らな い 。 多 くを知 っ て はな らな い d 床を と る こ と ，記帳す る こ と，歌
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

う こ と
， 家政 を司さど る こ と 一 若 い 娘 に は こ れ で 十 分 で あ る g 」 ヨ ピ ア ム ・ラ ッ

ヒ ェ ル Joa−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆　t
chim 　Rachelは 1664年，　 rドイ ッ風刺詩集』 にて以下の よ うに説教を した。

家事を しなが ら

詩を作 っ た り，詩 をか じ っ た り しよ うと思 うな

ペ ン も ヒ ゲ も男の もの だ

　 これまで 述べ て きたよ うに ，17世紀の 見解に見 られ る 「ペ ン 」を 「男の もの 」とす る ラ ッ ヒ ェ

ル ，「才 を み が くな か れ」 と説 くフ ッ ク ス に 始 ま り，18世 紀初頭 の社交文 化を へ て ，男性 を

「慰め る」よ うに ，「従順の 徳」．と 「服従心」を押 しつ ける ル ソ ＝ ．家性の 「意見」や 「判断」

を嫌 っ たゲー
テ ，感情と 「家庭」を女子に ，「合理」 と職業を男性に わりふ っ たシ ラ

ー一
問

われで い る の は作品の 「質」や 「内容」で はな く，性で ある 。 「男性 中心 の 社会 に は ，男女 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【｛田

公平な文学史 ， 文芸批評は存在 しな い 」 と主張するギ
ーゼ ラ ・ブリ ン カ

ー・ガ
ーブラ

ー
に則 っ て ，

こ れ まで の 文学史，受容史 の すべ て をまた個々 の 作品研究をす べ て再検討せ ねばな らない と思

う。 （以下 ，次号）

注

（1）Linnhoff，　 Ursulb： Luise　Otto−Peters，　 In ：》 Zur　Freiheit，　 oh ，　 zur 　einzig 　 wahren
−

《

　Ulsteiri
，
1983　S．231
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｛5）　Ebd ．，S，37− 38

〔6×7）Ebd ．，S．38　
1

（8）LinnhQff，　Ursula：Luise　Otto−Peters．　S．232　　　　　　，

（9）　Ebd ．，
．S．233

  こ うした 評価に対する異論は，水田珠樟氏に よ っ

．
て r女陛解放思想 の 歩み4 （岩嫁新書，ユ973年）や ，

　r女性解放 思 想史』（筑摩書房，1979年）等で 明らか に さ れて しSる。まtc，安川寿之輔氏も rr近代社会 』

　 に おけ る艮主 主義と差別」（r市民社会の 思 想』 水 田洋教授退官記念 論集所収，1983年 ．御茶の 水書房）に

　 て詳細 に論 じて いる 。 私はと りわけ，安川氏の論文に多大の教示を えた 。

｛11×12） ル ソ
ー

：『エ ミール 』平岡昇訳，世界の 允思想17，河出書房新社 1966，404頁

  桑原武夫編 ： rル ソ
ー
研究』第二版，京都大学人文科学研究所報告 ，岩波書店　196
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．
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